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背景・目的
 各種キャッシュレス決済やポイント・マイレージは、その決済・発行規模が年々拡大していることもあり、官民を問わず
注目を集めている。

 生活者におけるこれらの利用実態をより高い精度で把握すべく、回答者の偏りを極力抑制できる訪問留置法で、
アンケート調査を実施した。

• WEBアンケートでは、ポイント選好度やEC利用率が、実態よりも高く出る傾向にある。

NRI「決済・ポイント実態調査」
 調査対象： 全国の18歳～79歳の男女個人8,000人
 サンプル抽出方法： 層化二段無作為抽出法
 調査方法： 訪問留置法
 有効回答数： 8,000人
 調査時期： 2024年9月～11月

資料を読む際の注意点
 結果数値（％）は、各設問の回答者数を分母として算出した各回答の比率である。なお、特に明示していない
場合は原則、回収サンプル数が基数であるが、別途表記があるものは、無回答を回収サンプル数から除いた値を
基数としている。

 結果数値（％）は四捨五入の関係で、内訳の合計が計に一致しないことがある。
 複数回答の設問で、結果数値が低いなどの理由により、すべての選択肢を表示していない場合がある。

NRI「決済・ポイント実態調査」の概要



2Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

クレジットカード
 Visa、Masetercard、JCBなど国際決済ブランドに対応した後払い方式の決済手段
 接触式と非接触式があるが、非接触式については下記3種類に分類

• 国際決済ブランドの「タッチ決済」
• QUICPay・iD （カードを決済端末にかざすタイプ）
• QUICPay・iD・Apple Pay・Google Pay （スマートフォン等を決済端末にかざすタイプ）

コード決済
 QRコード、バーコード等を利用して支払う決済手段
 事前にチャージして支払う方式と、紐づけたクレジットカードで支払う方式とがあるが、本報告では区別していない

電子マネー
 交通系電子マネー、WAON、nanaco、Edyなどの決済手段
 カード型とモバイル型の2種類に分類

• カード型：カードを決済端末にかざして支払う決済手段
• モバイル型：スマートフォンを決済端末にかざして支払う決済手段

本調査におけるキャッシュレス決済の定義
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決済の認知・利用実態1

ポイントやマイルの認知・利用実態2

決済・ポイントの関係性3
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決済の認知・利用実態1

ポイントやマイルの認知・利用実態2

決済・ポイントの関係性3
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クレジットカードは接触型で約7割、非接触型で約5割の人が利用。
QUICPayやiD等の非接触・非クレカ型決済の利用率は、2割前後にとどまる。

1.決済の認知・利用実態｜1)クレジットカードの認知・利用実態（媒体別）

36%

26%

6%

11%

30%

21%

8%

10%

9%

10%

9%

8%

4%

4%

4%

14%

25%

43%

42%

7%

13%

29%

24%

クレジットカード 
（非接触式：VISA・Mastercard・

JCBのタッチ決済など、
クレジットカードを決済端末にかざすタイプ。

プリペイドカードは除く）
1%

クレジットカード 
（接触式：クレジットカードを決済端末に差込む、

またはスライドさせるタイプ） 3%

QUICPay・iD・Apple Pay・Google Pay
（スマートフォン等を決済端末にかざすタイプ） 1%

QUICPay・iD
（カードを決済端末にかざすタイプ） 1%

7,887

7,824

7,716

7,752

1%

日常的に利用している
たまに利用している

持っているが利用していない
過去に利用していたが、退会している

知っていて、興味がある
知っている・聞いたことがある

知らない・聞いたことがない

利用者

66%

47%

クレジットカードの認知・利用実態（媒体別）（SA）
（N数）

14%

21%



6Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

日常的に利用している人の割合は、楽天カード（21%）が群を抜いて高い。
1.決済の認知・利用実態｜1)クレジットカードの認知・利用実態｜サービス事業者別

21%

11%

12%

13%

11%

5%

8%

6%

4%

3%

3%

3%

3%

12%

13%

12%

8%

9%

13%

7%

6%

4%

4%

3%

3%

3%

6%

6%

6%

5%

4%

4%

6%

4%

3%

2%

3%

2%

4%

3%

5%

3%

41%

47%

49%

45%

50%

46%

51%

56%

55%

58%

37%

51%

59%

16%

17%

15%

25%

19%

26%

23%

24%

26%

26%

50%

38%

29%

2%4%楽天カード
2%3%JCBカード

イオンカード

3%3%ガソリンスタンド系カード
（ENEOSカード・出光クレジットなど）

2%
dカード

2%

3%

2%

家電量販店系カード（ビックカメラ
カード・ヤマダLABIカードなど）

1%
PayPayカード

2%2%
三井住友カード

2%3%
au PAYカード

2%

三菱UFJカード（MUFGカード）
/NICOSカード/DCカード

1%

2%

2%

2%

セブンカード
2%

2%

アメリカン・エキスプレス・カード

4% 7,648

7,675

7,654

7,671

7,649

エポスカード

7,623

7,628

7,618

7,606

7,620

7,604

7,625

7,666

日常的に利用している
たまに利用している

持っているが利用していない
過去に利用していたが、退会している

知っていて、興味がある
知っている・聞いたことがある

知らない・聞いたことがない

クレジットカードの認知・利用実態（サービス事業者別）（SA）

利用者

（N数）
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コード決済は全体の約半数に利用されており、4人に1人は日常的に利用している。
1.決済の認知・利用実態｜2)コード決済の認知・利用実態

25% 20%
2%

23% 27%
0%

2%

コード型決済アプリ 7,361

日常的に利用している
たまに利用している

持っているが利用していない
過去に利用していたが、退会している

知っていて、興味がある
知っている・聞いたことがある

知らない・聞いたことがない

45%

コード決済の認知・利用実態（SA）

利用者

（N数）
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コード決済において利用率が顕著に高いのはPayPayであり、約半数が利用。
1.決済の認知・利用実態｜2)コード決済の認知・利用実態｜サービス事業者別

26%

8%

6%

4%

2%

1%

1%

0%

0%

0%

0%

19%

10%

7%

8%

6%

3%
5%

1%

0%

0%

0%

3%

4%

3%

4%

3%

2%
4%

1%

0%

0%

0%

1%

1%

0%

2%

1%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

4%

3%

4%

3%

2%

2%

3%

2%

1%

1%

2%

29%

48%

51%

54%

42%

42%

53%

47%

20%

21%

24%

18%

25%

28%

25%

44%

49%

34%

49%

78%

77%

74%

PayPay

ｄ払い

楽天ペイ

au PAY

メルペイ

FamiPay

LINE Pay

COIN+

Bank Pay

ゆうちょPay

7,861

7,845

7,840

7,818

7,840

J-Coin Pay

7,818

7,829

7,804

7,806

7,810

7,815

日常的に利用している
たまに利用している

持っているが利用していない
過去に利用していたが、退会している

知っていて、興味がある
知っている・聞いたことがある

知らない・聞いたことがない

45%
コード決済の認知・利用実態（サービス事業者別）（SA）

利用者

（N数）
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電子マネーは、カード型・モバイル型問わず、全体の半数弱に利用されている。
1.決済の認知・利用実態｜3)電子マネーの認知・利用実態｜媒体別

23%

26%

24%

20%

8%

5%

4%

30%

32%

11%

12%

2%

2%

電子マネー
（カード型：カードを決済端末に

かざして支払う決済手段）

1%

電子マネー
（モバイル型：

スマートフォンを決済端末に
かざして支払う決済手段）

7,821

7,776

日常的に利用している
たまに利用している

持っているが利用していない
過去に利用していたが、退会している

知っていて、興味がある
知っている・聞いたことがある

知らない・聞いたことがない

47%

46%

電子マネーの認知・利用実態（媒体別）（SA）

利用者

（N数）
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各種決済サービスの申込理由としては、無料や特典、ポイントといった経済的利得に加えて、
スマートフォンアプリの利便性を重視する消費者が多い。

1.決済の認知・利用実態｜4) 決済サービスの申込理由

66%

37%

31%

25%

27%

11%

9%

12%

13%

4%

4%

3%

17%

25%

24%

29%

24%

24%

25%

16%

15%

9%

6%

5%

7%

20%

19%

24%

24%

27%

29%

29%

22%

26%

26%

23%

10%

18%

26%

21%

25%

38%

37%

42%

49%

61%

63%

68%

普段利用する店舗やネットショッピングで
特典を受けられるから

家族や知り合いが利用しているから

ローンなど借入サービスを利用する際に、
低金利になるから

カード券面のデザインが気に入っているから

SNS・ウェブサイト等でオススメされていたから

複数の支払い方法が選べるから

不正利用対策など、セキュリティ面が充実しているから

決済サービス提供会社の信用性・評判が高いから

年会費・手数料以上のサービスを受けられるから

ポイントやマイルプログラムが充実しているから

スマートフォンアプリの利便性が高いから

1,154

1,144

1,146

1,147

無料で利用できるから

1,140

1,137

1,140

1,139

1,138

1,139

1,139

1,145

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

各種決済サービスの申込理由（直近1年間以内に申し込んだもの）（MA）
（N数）
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90%超の人が、決済サービスに申し込まない理由として
「現金や他の決済手段で満足しているから」と回答。

1.決済の認知・利用実態｜5) 決済サービスに申し込まない理由

67%

30%

23%

17%

22%

24%

14%

40%

24%

34%

36%

35%

28%

24%

21%

31%

4%

21%

24%

28%

26%

26%

31%

12%

4%

14%

18%

20%

24%

26%

34%

16%

現金や他の決済手段で満足しているから

利用するメリットがあまりないと思うから

利用方法や利用開始手順がわかりにくいから

利用できる店舗やサービスが限られているから

セキュリティ上の懸念や
不正利用のリスクがあると思うから

家族や知人も利用していないから

なんとなく／特に理由はなし

7,338

7,255

7,269

7,252

7,264

7,253

7,248

6,963

年会費がかかるから

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

91%

決済サービスに申し込まない理由（MA）
（N数）
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消費者は決済自体のスムーズさや、付与されるポイントの利便性・還元率によって、
利用する決済サービスを使い分ける傾向がある。

1.決済の認知・利用実態｜6)決済サービスを使い分ける理由

43%

32%

32%

13%

9%

8%

8%

2%

15%

2%

よりスムーズに支払うことができるから

ポイントの使い勝手がより良かったから

ポイントの還元率がより高いから

利用できるキャンペーン・特典によって使い分けているから

過去の経験に基づきなんとなく選択しているから

支出明細を確認するなど、家計管理の観点で使い分けているから

使いすぎを防ぐなど、残高管理の観点で使い分けているから

不正利用を防ぐなど、セキュリティの観点で使い分けているから

ほとんど使い分けていない

その他

決済サービスを使い分ける理由（N=5,912）（MA）
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「キャッシュレスではなく現金で支払った理由」の上位は、迅速性と管理容易性。
1.決済の認知・利用実態｜7)キャッシュレスではなく現金で支払った理由

36%現金の方が、決済が早く済むから

32%現金の方が、いくら払ったか
お金の管理がしやすいから

23%現金を崩したかったから

20%いつも現金で支払いをしているから

17%現金の方が、支払いが完了したかを
認識しやすいから

14%現金の方が、お金をより消費していると
感じるから

11%購入した商品は、キャッシュレス決済での支払いができなかったから
（例：粗大ごみ処理券など）

10%特定の店舗や費目は現金で支払うと決めているから
（例：食費、交際費など）

8%電子マネーやコード型決済アプリなどの
チャージ残高が不足していたから

5%その他

10%特に理由はない

現金で支払った理由（N=5,176）（MA）
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決済の認知・利用実態1

ポイントやマイルの認知・利用実態2

決済・ポイントの関係性3
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日常的に利用されやすい店舗・サービスでは、毎回ポイントをためる・つかう人の割合が多い。
2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜1)店舗・サービス利用時にポイントやマイルをためる・つかう頻度

54%

53%

49%

48%

44%

40%

37%

31%

30%

27%

21%

18%

12%

21%

16%

24%

19%

23%

15%

29%

8%

9%

12%

10%

13%

16%

14%

14%

15%

18%

19%

14%

13%

16%

24%

17%

21%

17%

28%

26%

35%

22%

52%

57%

ドラッグストア

ガソリンスタンド

スーパーマーケット

家電量販店

コンビニエンスストア

ホームセンター

ショッピングモール

飲食店

飛行機・航空
電車・バス等の飛行機以外の

公共交通機関

6,830

5,629

6,992

6,255

6,980

6,000

5,856

4,785

6,684

3,363

4,370

百貨店

毎回 半分以上 半分未満 もらわない・ためていない
※「その店舗・サービスを利用していない」と回答した方は集計対象から除外。
※ネットショッピングは、ポイントやマイルが貰える場合はカード提示等をせずとも自動にもらえるため、対象外。

店舗・サービス利用時にポイントやマイルをためる・つかう頻度（SA）
（N数）
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各主要共通ポイントは、日本の生活者の約半数から、会員であると認識されている。
但し、日常的に利用している人の規模には、12%～27%といった差が生じている。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜2)ポイントやマイルの認知・利用実態

27%

25%

14%

17%

12%

13%

13%

9%

3%

2%

1%

23%

22%

29%

24%

29%

25%

20%

15%

6%

5%

4%

4%

5%

11%

9%

14%

6%

8%

13%

3%

7%

7%

6%

7%

3%

4%

3%

6%

4%

5%

3%

7%

7%

35%

34%

30%

40%

34%

39%

40%

46%

24%

58%

60%

5%

9%

12%

5%

8%

12%

15%

13%

61%

22%

21%

WAON POINT
（WAONポイント）

Amazonポイント

Pontaポイント

dポイント

Vポイント（旧Tポイント含む）

PayPayポイント
（旧PayPayボーナス）

ANAマイル（ANAマイレージ）

JALマイル（JALマイレージ）

JRE POINT

nanacoポイント

7,821楽天ポイント

7,804

7,860

7,835

7,790

7,796

7,795

7,723

7,762

7,756

7,832

日常的に利用している たまに利用している 会員だが利用していない・退会した 知っていて、興味がある 知っている・聞いたことがある 知らない・聞いたことがない

主要共通
ポイント

ポイントやマイルの認知・利用実態（SA）
（N数）
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訪問留置式と異なり、WEBアンケート※ではより多くの人が、
それぞれのポイントを「（日常的に・たまに）利用している」と回答。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜2)ポイントやマイルの認知・利用実態

47%

29%

25%

26%

29%

16%

17%

9%

5%

4%

4%

22%

19%

30%

21%

26%

31%

19%

12%

9%

6%

5%

4%

4%
6%

4%
7%

5%

5%

7%

3%
6%

7%

6%

5%

5%

6%

6%

7%

5%

7%

7%

18%

29%

24%

36%

27%

30%

34%

45%

24%

49%

49%

6%

14%

10%

8%

8%

12%

19%

21%

54%

28%

29%

4%

4%

日常的に利用している たまに利用している 会員だが利用していない・退会した 知っていて、興味がある 知っている・聞いたことがある 知らない・聞いたことがない

27%

25%

14%

17%

12%

13%

13%

9%

2%

1%

23%

22%

29%

24%

29%

25%

20%

15%

6%

5%

4%

5%

11%

9%

14%

6%

8%

13%

7%

7%

6%

7%

6%

5%

7%

7%

35%

34%

30%

40%

34%

39%

40%

46%

24%

58%

60%

5%

9%

12%

5%

8%

12%

15%

13%

61%

22%

21%

4%

Vポイント
（旧Tポイント含む） 3%

PayPayポイント
（旧PayPayボーナス）

楽天ポイント

WAON POINT
（WAONポイント）

JALマイル
（JALマイレージ）

ANAマイル
（ANAマイレージ）

JRE POINT 3% 3%
3%

nanacoポイント

4%

Amazonポイント

Pontaポイント 3%

dポイント

4%

7,832

7,804

7,860

7,835

7,790

7,796

7,795

7,723

7,762

7,756

7,821

ポイントやマイルの認知・利用実態（SA）
訪問留置式アンケート（再掲） WEBアンケート（N=4,000）

※2024年10月に、4,000人を対象に訪問留置アンケートと同じ内容で実施
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会員規模（マインドアクティブユーザー比率）が大きいほど、
より積極的な利用意向者の比率（マインドロイヤルユーザー比率）は高い傾向にある。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜3)ポイントやマイルの会員認識・利用意向

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% マインドアクティブ
ユーザー比率
（対全回答者）

マインドロイヤル
ユーザー比率

（対マインドアクティブ
ユーザー） 楽天ポイント

Pontaポイント

Vポイント
（旧Tポイント含む）

PayPayポイント
（旧PayPayボーナス）

dポイント

Amazonポイント

WAON POINT
（WAONポイント）

nanacoポイント

ANAマイル
（ANAマイレージ）

JRE POINT

JALマイル
（JALマイレージ）

ポイントやマイルの会員認識・利用意向※

※「ポイントやマイルを、積極的にためて、つかうようにしていますか。」という質問に対して、「このポイントやマイルの会員ではない」以外を回答した人を「マインドアクティブ」、
「あてはまる」と回答した人を「マインドロイヤル」としている。
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過半数の人がポイントを積極的に利用し、店舗・商品選択時にも影響を受けている。
「5％程度のプレミアが付くならば現金よりポイントを選ぶ」という人も、43％存在している。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜4)ポイントやマイルによる態度変容意向

24%

20%

19%

18%

5%

32%

33%

33%

25%

19%

24%

23%

24%

30%

35%

20%

24%

25%

27%

41%

ポイントやマイルを積極的にためて、
つかうようにしている

ポイントやマイルがたまるかどうかで
購入する店舗が変わる

ポイントやマイルがたまるかどうかで
購入する商品・サービスが変わる

100円を貰うよりも、よくつかうポイントやマイル、
電子マネーを105ポイント貰える方がうれしい

ポイントやマイル、割引が提供されるなら、
企業に自分の個人情報を提供してもよい

7,953

7,970

7,971

7,965

7,951

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

「消費」（商品・サービスの購入など）に対する考え方（MA）
（N数）

43%

52%

53%

56%
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各種店舗・サービス利用者の20%～38%は、
周囲にポイントがたまる店舗・サービスがあれば切り替えると回答。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜5) 購買ポイント付与による店舗選定への影響

38%

34%

32%

32%

31%

31%

28%

27%

25%

24%

24%

20%

62%

66%

68%

68%

69%

69%

72%

73%

75%

76%

76%

80%

スーパーマーケット

ネットショッピング

ドラッグストア

ガソリンスタンド

家電量販店

3.640

コンビニエンスストア

ショッピングモール

ホームセンター

飲食店

百貨店

飛行機・航空
電車・バス等の飛行機以外の

公共交通機関

5.359

6.406

5.151

5.725

6.490

5.164

6.579

5.451

6.095

4.229

2.783

周囲にポイントがたまる店舗・サービスがあれば切り替える
周囲にポイントがたまる店舗・サービスがあっても切り替えない

※：店舗・サービスを利用する際に決済手段によらず付与されるポイント

店舗選択における購買ポイント※の影響（業種別）（MA）
（N数）
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マルチポイント対応店※では、約70％の人がいつもメインでつかっているポイントを選ぶ。
一方で20％弱の人は、還元率・額の高いポイントを選んでいる。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜6)マルチポイント対応店でのポイントの選び方

68%いつもメインで使っているものを選ぶ

19%支払いに使う決済サービスでたまる
ポイントやマイルを選ぶ

16%還元率・額が高いものを選ぶ
（キャンペーン含む）

16%すぐにアプリ・カードを提示できるものを
選ぶ

6%無意識に選んでいる・覚えていない

4%店頭での声掛けや目に入った掲示物で
案内しているものを選ぶ

1%その他

11%ポイントやマイルは利用しない

42%
毎回ではないが、定期的に

各ポイントやマイルの還元率・額を
確認した上で比較している

40%購入時にキャンペーンが
実施されているものを選ぶ

22%漠然と還元率・額が高い
印象のものを選ぶ

17%
毎回、その時点での各ポイントや

マイルの還元率・額を
確認し、比較している

10%
初回の店舗利用時にもっとも
還元率・額が高かったものを

その後も選ぶ

0%その他

マルチポイント対応店でのポイントの選びかた
（N=7,904）（MA）

ポイントやマイルの還元率・額の比較の仕方
（N=1,244）（MA）

※：複数のポイントやマイルから自分の好きなものを選んで利用することができる店舗



22Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

約半数の人が、なんらかのポイ活を行っている。
最も多くの人にほぼ毎日行われているポイ活は、散歩・移動(9％）である。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜7)ポイ活の実施状況

7%

2%

5%

9%

2%

2%

1%

3%

2%

3%

2%

2%

1%

0%

5%

3%

4%

2%

3%

2%

1%

5%

5%

3%

1%

3%

3%

1%

9%

16%

6%

2%

7%

5%

6%

71%

73%

78%

83%

84%

87%

91%

アンケート

広告閲覧

散歩・移動

チェックイン（特定の店舗への入店）

ポイント投資

くじ引き・ルーレット・ミニゲーム

提携サービスの新規利用
（クレジットカードの新規発行 等）

7,915

7,923

7,917

7,930

7,902

7,917

7,920

ほぼ毎日 週に３回以上 週に１回以上 月に１回以上 月に１回未満 まったく行わない

45% 54%全体 7,849
ポイ活を何かしら行う まったく行わない

行っているポイ活（MA）
（N数）
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ほとんどの人は、ポイントやマイルを店頭やオンラインサービスでの支払いに使っている。
ポイント投資や金融商品への交換に使っている人は、10％に満たない。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜8)ポイントのつかいかた

71%店頭での支払いへの充当

22%オンラインサービスの支払いへの充当

11%ポイントやマイルの交換商品への引き換え

9%クレジットカードの引き落としへの充当

6%ポイント投資・金融商品への交換

2%前払式支払手段・プリペイド決済への充当

1%その他

10%特になにも考えていない

6%ポイントやマイルをつかったことがない・
ポイントをためていない

保有しているポイントやマイルの使いみち
（N=7,934）（MA）
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40%前後の人は、「ポイントがたまった（を獲得した）」・「失効期限が近づいた」タイミングで、
その使用を意識。残高や有効期限に関する事業者からの案内で意識する人も、10％以上いる。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜9)ポイントを「つかう」事を意識するタイミング

46%ポイントやマイルがたまったタイミング

37%ポイントやマイルの失効期限が近づいたタイミング

23%大きな買い物をするタイミング

14%ポイントやマイルの残高や有効期限について、
メールやアプリで案内が来たタイミング

14%店頭でポイントやマイルの利用に関する
声掛けを受けたタイミング

2%その他

24%特に何も考えてない

保有しているポイントやマイルを使おうと思うタイミング
（N=7,897）（MA）
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ポイントの利便性・使いみちや還元率・額、取り扱っている店の数・種類に関するものが、
主な入会理由の上位となっている。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜10) ポイントプログラムやマイレージプログラムへの入会理由

43%ポイントの利便性の高さ・使い道の多さ

39%通常時のポイントの還元率・額の高さ

38%たまる・つかえるお店の数・種類の多さ

31%たまる・つかえるお店を使う頻度

21%ポイントをためる・つかう手続きの簡潔さ

9%アプリの利便性の高さ

9%入会時のキャンペーンの魅力度

7%友人・家族・知人から勧められたことがあるか

6%サービスの内容・仕組みの簡潔さ

2%その他

8%ポイントは使わない

ポイントプログラムやマイレージプログラムへの入会理由（N=7,956）（MA）



26Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

休眠・退会の主な理由は、利用機会の少なさや利便性の低さ、
そしてその結果とも言える失効である。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜11)ポイントやマイルの休眠・退会の経験・理由

18%ポイントやマイルがたまる・つかえるお店を利用する機会が少なかったから

13%保有していたポイントやマイルが失効してしまったから

13%ポイントの使い道がなかったから・利便性が低かったから

11%ポイントやマイルが想定していたよりたまらなかったから

10%入会時のキャンペーンに釣られて利用しただけだったから

9%他に魅力的なポイントやマイルを見つけたから

8%財布やスマートフォンを整理した際に、カードを取り出した・アプリを削除したから

5%ポイントやマイルをつかうのに必要な操作・手続きが煩雑だったから

5%他のポイントやマイルと提携している決済サービスを利用しているから

3%その他

47%退会・利用しなくなった経験はない

ポイントやマイルを利用しなくなった・退会した経験・理由（N=7,845）（MA）
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ポイントカード利用者の過半数には、カード廃止・アプリのみ利用可能となった場合でも、
アプリへと移行してサービス利用を継続する意向がある。

2.ポイント・マイルの認知・利用実態｜12)物理的なポイントカード廃止に対する意向

ポイントカードが廃止され、アプリのみ利用可能となった場合の利用継続意向
（N=6,990）（SA）

58%

7%

35%

アプリのみになっても構わない・
アプリに移行して利用を継続する

アプリのみになった場合、
利用をやめる・退会する

わからない
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決済の認知・利用実態1

ポイントやマイルの認知・利用実態2

決済・ポイントの関係性3
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日本の生活者の85％はキャッシュレス利用者であり、
その60％以上はポイントやマイルを積極的にためて、つかっている。

3.決済とポイントの関係性｜1)キャッシュレス決済の利用実態と、ポイントやマイルの利用意向

27%

7%

35%

14%

24%

25%

14%

54%

キャッシュレス
利用者

キャッシュレス
非利用者

6,716

1,223

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

85%

15%

いずれかのキャッシュレスを利用
どのキャッシュレスも利用していない

ポイントやマイルの利用意向
（積極的にためて、つかう？）（SA）

キャッシュレス決済の利用実態
（N=7,983）（SA）

（N数）62%
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主要な共通ポイントの加盟店では、そのポイント会員の44%～61%の人が、
同じポイントがたまる決済手段を選ぶ。

3.決済とポイントの関係性｜2)ポイント加盟店における決済手段の選びかた

61%

51%

44%

44%

39%

49%

56%

56%

楽天ポイント加盟店

dポイント加盟店

Pontaポイント加盟店

Vポイント加盟店
（旧Tポイント含む）

3,982

3,379

3,527

3,599

同じポイントがたまる決済手段を選ぶ
たまるポイントとは関係なく、普段利用している決済手段（現金を含む）を選ぶ

ポイント加盟店における決済手段の選びかた
（主要な共通ポイント別）（SA）

（N数）
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ポイントとしてのメインユーザーが多いほど、決済手段としてのメインユーザーも多い傾向にある。
また、両方をメインのポイント・決済手段として利用する人の規模も、多くなる。

3.決済とポイントの関係性｜3)主要な共通ポイント・キャッシュレス経済圏のメインユーザー規模

主要な共通ポイント・キャッシュレス経済圏のメインユーザー規模※（N=7,983）
（メインポイントとして利用／メイン決済手段として利用／両方をメインとして利用）

0%

10%

20%

0% 10% 20%

メインポイント
として利用

メイン決済手段
として利用

(利用頻度面) PayPay

楽天

V

D

Ponta

10%

5%

円の大きさ：
両方をメインとして利用
（以下は規模の目安）

※回答において、決済手段に関しては利用頻度の最も高いものを、ポイントに関しては「メインで利用している」ものを、それぞれのメインとして集計
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 キャッシュレス決済の利用実態
 日本の生活者の85%が、何らかのキャッシュレス決済を利用している。

• クレジットカードでは、接触型で約7割、非接触型で約5割が利用している。
• コード決済では、約5割が利用している。
• 電子マネーでは、カード型・モバイル型問わず、約5割が利用している。

 各サービスの申込みに際しては、経済的な利得のほか、スマートフォンアプリの利便性が重視されている。
• 申し込まない人のほとんどが、「現金や他の決済手段で満足している」と回答。スイッチングコストは高いと考えられる。

 現金の支払いは、迅速性や管理容易性が、その利用の主な理由として挙げられている。

ポイントの利用実態
 日常的に利用されやすい店舗・サービスでは、毎回ポイントをためる・つかう人の割合が多い。
 主要な共通ポイントの会員規模は、それぞれ約5割だが、日常的な利用者規模には約1割～約3割の差がある。
 過半数の人がポイントを積極的に利用し、店舗・商品選択時にも影響を受けている。

• 約4割の人が、「5%程度のプレミアが付くなら現金よりポイントを選ぶ」と回答している。
• 約半数の人が、なんらかのポイ活を行っている。

 ほとんどの人は、ポイントやマイルを店頭やオンラインサービスでの支払いに使っている。
 主な入会理由は、ポイントを多くもらえて、便利に使っていけそうかどうかである。

• 休眠・退会の主な理由は、利用機会の少なさや利便性の低さ、失効経験である。

 キャッシュレス決済とポイントとの関係性
 キャッシュレス決済を利用している人の約6割は、ポイントやマイルを積極的にためて、つかっている。
 主要な共通ポイントの加盟店では、そのポイント会員の約4割～約6割が、同じポイントがたまる決済手段を選ぶ。
 ポイントとしてのメインユーザーが多いほど、決済手段としてのメインユーザーも多い傾向にある。

結果サマリ



33Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

参考資料 質問項目
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分野 質問項目
全般 各決済手段の認知・利用状況

各決済サービスの認知・利用状況
認知・興味 当該決済手段を使用しない理由
会員化・発行 申し込む・利用する決済サービスの選定理由・申し込み時の参考情報

決済サービスの利用申込チャネル
当該サービスの申し込み時に困った部分

保有・利用 業種・業態別で、利用頻度が高い決済サービス
日常生活において、保有している決済サービスの中で利用頻度が高いもの
利用決済サービス別、平均利用月額
利用決済サービスのスイッチング経験・理由
決済サービスの使い分け方
キャッシュレス決済を所有しているのにも関わらず、現金を使用する理由
後払い決済サービスを利用する際に感じられるメリット
後払い決済サービスを利用する際に感じられる不便・不安
コード決済のチャージ状況

退会・休眠 直近退会・使わなくなった決済サービス
決済サービスを使わなくなる・退会する理由

その他 現金・キャッシュレスの利用意向
現金・キャッシュレスの利用実態
最近1ヶ月間の支出について、現金・キャッシュレスで支払った金額の割合
キャッシュレス決済に関する消費者の考え方
指紋認証・顔認証等の生体認証を利用したCL手段への受容度
新しいデジタル・サービスに対する認知・利用状況
決済関連アプリの利用頻度
決済関連アプリの具体機能の利用頻度
銀行ATMの利用頻度

主な質問項目｜決済関連
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主な質問項目｜ポイント関連
分野 質問項目
全般 各ポイントサービスの認知・利用・提示状況

利用している媒体（板・アプリ）
板カードを廃止した場合におけるアプリ利用意向

認知・興味 認知している/興味を持っているポイントに対する印象
会員化／退会 ポイント会員となった理由

退会した/利用しなくなった理由
ポイント獲得 メインで使っているポイントをスイッチングした経験・スイッチ先

ポイント付与の有無が、利用店舗の選定に与える影響
複数ポイントの加盟店舗における、もらうポイントの選びかた
ポイントの還元率・額の比較方法
会員であるポイントの加盟店でのポイント獲得頻度
ポイント獲得可否による店舗・サービス利用の変化
獲得ポイントが増加する店舗・サービスの認知
実施しているポイ活（アンケート回答・広告閲覧・移動・投資・・・・）

ポイント利用 ポイントを使うタイミング
ポイントの使い先
獲得したポイントの失効経験・失効理由
失効を防ぐためにして欲しい事・すでにやってもらって良かったこと
期間用途限定ポイントの認知／獲得・利用経験

その他 ポイントを対価とした個人情報提供への抵抗感
保有するアプリを増やすことへの抵抗
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